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2次元地盤のモデリング方法

・ 2次元形状の確認・編集方法の紹介と練習

・ メッシュ生成・編集方法の紹介と練習

3次元地盤のモデリング方法

・ 3次元地盤形状の特徴

・ 3次元地盤形状生成の考え方・作成手順

・ 自動メッシュの特徴機能の紹介と練習

・ 押出しメッシュの適用について

Session 1

Session 2
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3

Session ３

3次元浸透・圧密解析の適用方法

・ 3次元の節点境界条件の設定方法

・ 3次元浸透解析の練習

・ 3次元土・水完全連成解析の紹介

2次元浸透・圧密解析の適用方法

・ 浸透流の境界条件の設定方法

・ 不飽和特性の設定方法

・ 2次元浸透流解析の練習

・ 2次元圧密解析の練習

Session 4

2次元地盤のモデリング方法

Session.1



http://jp.midasuser.com/geotech  3

2018 MIDAS Construction FEM Technical Education Seminar

2次元形状の確認

・2次元形状の問題
メッシュ作成ができない原因

5

重複エッジ

閉じられていない領域

重複エッジ

2次元形状の確認

・2次元形状の確認方法

6

閉じられた領域

連結されていない端点

重複形状チェック エッジ領域検索

重複エッジ
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2次元形状の確認

・読込時の形状確認方法
閉じられていない領域のチェック
連結されていないエッジ端点のチェック

7

2次元形状の編集

・2次元形状の交差
メッシュ作成が繋がらない原因

8

交差しない 交差する

妥当な結果異常な結果
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2次元メッシュの作成練習

・ファイルを開く：２D形状編集.gts

9

2次元メッシュの作成練習

・形状チェック：ジオメトリ→重複形状のチェック

10

1
2

3
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2次元メッシュの作成練習

・形状チェック：ジオメトリ→形状チェック→エッジ領域検索

11

2

1

2次元メッシュの作成練習

・形状編集：エッジ削除＋追加

12

2

1 エッジを選択

3 エッジを描く
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2次元メッシュの作成練習

・メッシュサイズ：メッシュ→サイズ指定

13

2

1

2

3

1

2次元メッシュの作成練習

・メッシュサイズ：メッシュ→２Dメッシュ→オートーエリア

14

2

3

1
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2次元手動メッシュ

・形状編集：GTS NX（or SoilWorks）

15

3次元地盤のモデリング方法

Session.2
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3次元地盤形状

・地盤形状は不規則だが、構造物の形状は規則的である
地表面の構造物の形状によって、自動メッシュが適用できないケースも

17

地表面形状

地層面 構造物

盛土

3次元地盤形状

・地表面作成機能で作れる形状は滑らかなサーフェイス
地表面の構造物を正しく表現できない

18

横断図
擁壁

トンネル

掘削ダム

圧密層

地表面サーフェイス
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3次元地盤形状

・モデル範囲決める

・地表面作成

・地層面作成

・構造部形状作成

・構造物形状ブーリアン

・構造物と地盤分割

19

3次元地盤形状

20

3次元トンネル解析 – 国土地理院データでの地表面作成

.datを読み込む
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3次元地盤形状

21

3次元トンネル解析 – 等高線での地表面作成

2つのソリッド

ツールオブジェクト

マスターオブジェクト

差

22

3次元地盤形状
ソリッド(ブーリアン演算) ３D形状編集

差：ソリッド内部に別のソリッド形状を削る機能
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３次元形状の作成練習

・ジオメトリ→ボックス

23

1

３次元形状の作成練習

・ジオメトリ→ロフト

24

1

2

3
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３次元形状の作成練習

・ジオメトリ→分割→ソリッド

25

3

1
2

上部を削除

３次元形状の作成練習

・ジオメトリ→ブーリアン→ソリッド

26

3

1
2

3
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３次元形状の作成練習

・ジオメトリ→分割→ソリッド

27

4

1
2

3

３次元形状の作成練習

・メッシュ→サイズ指定 1.5m

28

1

2

3
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３次元形状の作成練習

・メッシュ→３D

29

24

1
2

3

・３Dメッシャで分割できない場合、２D→３D機能を利用

2次元浸透・圧密解析の適用方法

Session.3
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浸透流解析

・浸透現象 → ダルシ—の法則

浸透流速：

31

水位差 Δh

距離 Ｌ

透水係数 k

動水勾配 i=
Δh
Ｌ

不飽和領域

圧力水頭部

位置水頭部

浸透流解析の設定

グラフ

・不飽和特性の設定
ユーザ定義 or JICE（国土技術研究センター）

データ
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浸透流解析の設定

・浸透の境界条件

節点固定水頭境界

滲出点 P＞０時、P=０

遮水境界

浸透流解析の練習

・ステップ （１/７）

2Dメッシュ

1

2

3

4
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浸透流解析の練習

・ステップ （２/７）

1

2

3

4

水頭境界

浸透流解析の練習

・ステップ （３/７）

水頭境界

1

2

3
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浸透流解析の練習

・ステップ （４/７）

解析ケース

1
2

3

4

5

浸透流解析の練習

・ステップ （５/７）

解析実行

1

2

3
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浸透流解析の練習

・ステップ （６/７）

結果の表示

浸透流解析の練習

・ステップ （７/７）

結果の表示
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圧密解析の設定

・圧密の境界条件

底面ピン、両側鉛直ローラー

解析モデル

水理条件

排水境界
水位線

静水圧

圧密解析の設定

・時間の設定

施工段階ステージ3︓放置期間(90日)

施工段階ステージ２︓盛⼟(30日)

施工段階ステージ4︓放置期間(80日)

施工段階ステージ1︓初期応⼒解析(0.001日)

施工段階ステージ5︓放置期間(1,800日)

圧密層、関内・太田モデル

線形モデル

線形モデル
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圧密解析の練習

・排水境界の追加

赤いライン上の節点を選択
両面排水

両面排水の場合、モデルの上下に設定

地表の水平幅が盛⼟底面5倍以上の場合、

左右側面排水境界は設定しなくでもよい

 排水境界

1

5

2

4
3

4

圧密解析の練習

・施工段階

1
収束計算がうまくいかない場合は、
時間ステップ数を増やして計算する

初期応⼒解析段階では、透水係数による
計算を⾏わないため、期間を0.001にする

時間ステップ数

4

7

3
2

5

6

8
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圧密解析の練習

・施工段階

1
3

2

圧密解析の練習

・結果の確認

1

3
2 4 2

2
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3次元浸透・圧密解析の適用方法

Session.4

浸透流解析の練習

・3次元の境界条件の設定
節点選択の補助機能を利用する

48

固定水頭

堤防
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浸透流解析の練習

・降雨境界条件
時間依存の降雨量を面流量として入力

49

1
2 2

4
3

5
6

浸透流解析の練習

・変動水頭境界条件
時間依存の節点水位条件の追加

50

1
2

3

9

7
5

10

3

4 4

4

6
8
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浸透流解析の練習

・変動水位アニメ
水位表示とアニメ再生・保存

51

1

2

4 3

土・水完全連成解析

・連成計算

52

地盤(⼟骨格+間隙水)

⼟骨格の変形
■つり合い式
■構成モデル

間隙水の移動
■連続条件式
■ダルシー則

⼟-水完全連成連続体モデル

⼒ 流量
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土・水完全連成解析

・真空圧密解析

53

真空圧密イメージ(五洋建設株式会社様HPより引用)

解析のポイント
○ 水頭境界として負圧を与える
－通常の圧密解析で用いる排水境界は過剰間隙水圧=0

土・水完全連成解析

・真空圧密解析 モデル

54

解析モデル（60m×60m）

砂層（線形弾性体）

粘性⼟層（関口・太田モデル）

砂層（線形弾性体）

盛⼟（線形弾性体）

負圧（水頭-3m相当）
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土・水完全連成解析

・結果アニメ

55

土・水完全連成解析

・沈下量グラフ

56
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土・水完全連成解析

・変形の比較

57
盛⼟部変形図

盛⼟のみ 真空圧のみ

外向きの変形 内向きの変形

58



株式会社マイダスアイティジャパン
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